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令和７年度 指定管理施設の管理運営に関する月次評価について 

 

施設所管課名：福祉こども部子育て支援課 

 

１ 施設概要 

施設名称 中央こども園病児・病後児保育センター 

指定管理者名 ル・アンジェ株式会社 

指定期間 令和４年４月１日～令和９年３月 31日（５年間） 

 

２ 月次評価 

評価月 評価 

４月 

１. 成人・小児・乳児への心肺蘇生法や AED取扱いなど、実技中心の上級救

命講習会を受講し、緊急対応力の向上に努めていることを確認した。ま

た、小児看護のスキルアップ研修や、法人内の保育士向け月１回の研

修・ミーティングも実施し、職員の知識・技術向上が図られていること

を確認した。特に４月は、病児保育や感染症の流行について研修を実施

していた。 

また、避難所ボランティアの登録申込や、リサイクル図書への参加、リ

サイクルボックスの設置検討、絵本の時間など市主催イベントのポスタ

ー掲示など、地域活動、環境対策、市イベントの周知などにも積極的に

取り組んでおり、人権セミナーや各種研修・講義にも保育業務に支障の

ない範囲で参加している。毎月 25 日には避難訓練も実施し、防災への

取り組みも適切であることを確認した。 

２. ４月の利用実績  

・利用者    病児 延べ 22人 病後児 延べ３人 

・キャンセル待ち中利用できなかった数 

        病児 延べ０人 病後児 延べ０人 

４月の利用 

４月の利用者は延べ 25人と、前月までと大きな変化はみられない。イン

フルエンザの利用者は 1 人に減少し、主に風邪や気管支炎、上気道炎に

よる利用が多い状況。百日咳が流行しているが、利用者数には大きな影

響は見られない。 

５月 

１．5 月 28 日には、中央こども園病児・病後児保育センターで防犯訓練（不 

審者対応訓練）を職員４人と病児 2 人（保護者了承済み）で実施したと 

の報告あり。来月は、すくすくかん施設全体で地震・津波警報を想定 



 

2 

 

した垂直避難訓練も予定されていることから、避難訓練の取り組みも適 

正に行われていることを確認した。 

また、防災シャッターのある調理室は周りに物が置かれておらず、整理 

整頓されていることを確認した。安全面・清潔面から社会福祉協議会に 

よる布おもちゃ・布絵本の貸出を活用しており、一週間ごとに入れ替え、 

利用者に好評とのこと。貸出の周知のため、施設入口にも布絵本や布お 

もちゃを飾っていた。さらに、児童図書館からのリサイクル図書も活用 

し、小学生向けの本を増やしたとのこと。以上のことから、適切に管理 

されていることを確認した。 

２．５月の利用実績  

・利用者    病児 延べ 21 人 病後児 延べ２人 

・キャンセル待ち中利用できなかった数 

        病児 延べ２人 病後児 延べ０人 

５月の利用 

５月の利用者数は延べ 23 人で、ゴールデンウィーク期間中は利用者が比

較的少なかったため、先月と比べ利用者数は２人減少した。また、昨年

度の５月（27 人）と比べても４人少ない結果となった。利用理由として

は、主に気管支炎や上気道炎、胃腸炎が多かったが、おたふくかぜによ

る利用者もみられた。 

６月 

１. ６月 27 日に現地確認を行い、職員の安全管理については、食中毒や感

染症予防のため毎月検便を実施しているほか、ストレスチェックや健康

診断も毎年 1 回実施しており、受診率向上に向けて法人全体で衛生委員

会を設置し、周知や対応方法の検討を行っていることから、適切に管理

されていることを確認した。 

また、災害対策については、すくすくかん内の事業者が集まり地震や津 

波を想定した避難訓練を実施しているほか、自主防災指導員育成講習会 

に参加し、座学や実技、図上訓練など幅広い防災研修を受けたとの報告

あり。さらに、避難所ボランティアの事前登録も行うなど、災害時の体

制強化に努めていることも確認した。 

２．６月の利用実績  

・利用者    病児 延べ 16 人 病後児 延べ１人 

・キャンセル待ち中利用できなかった数 

        病児 延べ１人 病後児 延べ１人 

６月の利用 

６月の利用者は延べ 17 人で、４月（25 人）、５月（23 人）と比べて少 

なく、昨年６月（32 人）と比べても減少した。例年この時期は RS ウイ 
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ルスの利用者が増え始める時期だが、今年はまだ RS ウイルスの診断は 

みられない。主な利用理由は上気道炎や咽頭炎で、水疱瘡と診断された 

お子さんの利用もみられた。 

また、今月は新規利用者からの問い合わせや登録が今年度の中で比較的 

多いかったとの報告あり。今後も利用状況の推移を注視しつつ、引き続 

き利用者増加に向けた周知に努める。 

７月  

８月  

９月  

10月  

11月  

12月  

１月  

２月  

３月  

 


